
※進捗状況・・「Ｓ：目標を大きく上回った（100％を超えている）」「Ａ：目標を十分達成できた（85％以上100％未満）」「Ｂ：目標を概ね達成できた（70％以上85％未満）」

「Ｃ：目標をある程度達成できた（50％以上70％未満）」「Ｄ：目標をあまり達成できなかった（30％以上50％未満）」「Ｅ：目標を達成できなかった（30％未満）」

【別紙様式】

平成２８年度 津山市立鶴山小学校

津山市
達成目標

これまでの取組やたしかめテスト等から

【平成29年度全科目で岡山県平均点を超える】見込み

○国語ABとも全国や県の平均正答率を下回っている。

・すべての領域について、課題があるがその中でも「書くこと」について大きな課題がある。

○算数ABとも全国や県の平均正答率を上回っている。

・多くの文章から必要な情報を選択し課題を解決する力に課題がある。

○無回答率がほぼ全問全国や県の無回答率を下回っており、意欲的に取組めている。

学校の取組・改善方法（課題に対する改善方法） 進捗状況 3学期及び来年度へ向けて（具体的な達成目標・数値目標）

市全

体の

取組

問題データベースを活用し朝学習や放課後補充学習(パワーアッ

プタイム)で基礎的基本的な力の定着を図る。
B

問題データベースを活用し、基礎基本の問題を中心に、３年以上

の木曜日の放課後や朝学習に活用している。今後も引き続き全クラ

スで活用していく。

①
自分の考えを説明したり、解決方法を話し合ったりして他者と

の交流の時間を確保し話す聞く能力を高める。(アクティブラー

ニングの活用)

B
自分やグループの考えたり話し合ったりする時間を確保する。ま

た、学習のまとめもキーワードやリード文を示し、児童自身がまと

めることができるようにする。

②
適応問題や過去問題等でさまざまな問題に触れ、学習したこと

を正しく理解する。
B

教科書の問題だけでなく問題データベース等を活用して全クラス

で補充プリントを利用し基礎基本の定着を図る。

③
ノーメディアや家庭学習促進週間の取組の際には、児童の学習

環境を整えたり、読書など家族そろっての取組の協力を依頼した

りする。

B
ノーメディアの取組を引き続き中学校区で取り組む。また、家庭

学習だけでなく読書についても家族そろって取り組むように推進す

る。

改善プラン「平成２８年度全国及び岡山県学力・学習状況調査」今後の取組について進捗状況（12月末）


